
本校の指導の基本的考え方 

児童が自己有用感をもち、主体的にかかわり、 

成長を実感できる指導の充実 

メタ認知力

昨日より今日の方が
確実に成長しているこ
とを実感できる力

自己有用感
他者との相違がわか
り自分なりに果たす役
割があると確信する力

自己受容
ありのままの自分
を受け入れる力

①自己有用感をもつ 



②主体的にかかわり成長を実感できる指導の過程 



③教師主導と児童主体の基本的な考え方 

教 目標を達成し，よさや可能性を伸ばす具体的な手立て （個と集団） 児
師 ○学習指導 童
の ○生徒指導 の
働 ○学級づくり 「＋のサイクル」 成
き 家庭との連携 ○主体的なかかわり 長
か ○学習内容の定着
け ○他者尊重

○学び方の定着 ○成長の実感
○自己有用感 ○認め合い，振り返り ○新たな目標

全校で共通した指導
１ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期



④具体的な推進プラン 



「チーム南小」で取り組むために 

教職員全員で南っ子を育てる体制 

５･６年担任 １~４年担任 特支担任 指導工夫改善 フリー 児童支援 言葉 支援員 

･週 29 時間の授業

（校外学習、外部

の調整） 

･各行事の立案（１

迎会、6 送会、運

動会、学芸会等） 

･宿泊的行事の立

案 

･家庭学習点検 

･宿題作成 

･テスト採点 

･家庭訪問 

･個人懇談 

･通知表作成 

･指導要録作成 

･放課後学習会 

･みなスタの問題作

成 

･学年、学級通信 

･週 25~29 時間

の授業（校外学

習、外部の調整） 

･各行事の立案

（１迎会、6 送

会、運動会、学

芸会等） 

･家庭学習点検 

･宿題作成 

･テスト採点 

･家庭訪問 

･個人懇談 

･通知表作成 

･指導要録作成 

･放課後学習会 

･みなスタの問題

作成 

･学年、学級通信 

･週 13～25時間

の個別指導 

・教育課程の編

成（特別支援用） 

･スクラム作成 

･家庭訪問 

･個人懇談 

･通知表作成 

･指導要録作成 

･学級会計 

･学年、学級通信 

･学年会計 

･週 29時間の算

数少人数・ＴＴ 

･算数の教材用

意 

・レディネステ

ストの用意と採

点 

･ひるスタ問題

作成・指導 

･ボラスタ問題

作成 

･4･5 年週末問

題の作成、採点 

･補欠授業 

･4･5 年週末問

題の作成、採点 

･ひるスタ問題

作成・指導 

・ボラスタ問題

作成 

 

 

･週１０時間の

個別指導 

･補欠授業 

･困り感のある

児童の対応 

・専門家チーム

との連絡調整 

･週５時間の個

別指導 

･週 11 時間の通

級指導教室 

･通級指導教室

関係の通信作成 

･家庭訪問 

･会計 

･学校訪問 

･4･5 年週末問

題の採点 

 

･児童支援 

･宿題チェック 

･実態の記録 

･支援会議 

･教材作り支援 

学力調査の自己採点 

・チャレンジテストの採点 

・運動会準備のサポート・学芸会の大道具や小道具作り、バック絵のサポート 

・クラブの担当  ・クラブの補助 

左記の（主）以外 ・委員会の主担当    

・運動会係の主担当・学芸会係の主担当  

放課後学習会（みなスタ・ボラスタ）の指導  放課後学習会（ボラスタ）の指導補佐 


